





























































































































































































































「 日本で仕事をするのに一番難 しいと感 じたこ
と」という質問に対 しては23名の回答があった。
そのうち、方言、敬語の使い方、自己意思の表明な
ど日本語能力に関するものが61%(14名)で最も
多かった。日本人の考え方やマナーなど社会文化的
なことが分からないので難 しいと答えたのは22%
(5名)であった。他に、面接の対策や企業分析など、
実際に就職活動の際に直面 した問題を挙げた回答
者と外国人だから難しいと答える回答者がいた (図
3)。
日本でのアルバイト経験
だ回答者は34%であり、日本のみの14%を大幅に
超え、母国で就職したいという強い意志がうかがえ
る (図4)。
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日本で働こうとする期間については、半数近くの
回答者が 0‐3年を選んだ。また 3‐5年を選んだ回答
者は26%で、日本で就職しても長期に渡って就労
する意思はなく、72%の留学生OBが5年以内に辞
めるつもりであるということが覗える (図5)。優
秀な人材をいかに日本にとどめるかが今後の課題
と言えよう。
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「ビジネス日本語講義」という科目を選んだ理由
については、①上級日本語を学びたいから、②日本
での就職活動のときに役に立ちそうだから、③日本
の会社に入ってからすぐに使えそうだから、④今
後、他国で日本関係のビジネスをするときに使えそ
うだから、⑤日本のビジネス慣習、マナーを知り
たいから、⑥その他、という6つの選択肢を与え、
図6のような結果を得た。やはり「ビジネス日本語」
は「一般日本語」プラス「商習慣・マナー」という
イメージが強いことが伺える。この考えは次の質問
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卒業後の就職先については、母国、日本と第三国
の三つの選択肢を提示 した。複数選択 した回答者が
多く、合わせて見れば母国で就職しようとする回答
者が56%(20名)なのに対して、日本で就職 しよ
うとする回答者は44%(16名)という数値を示 し
ている。第三国を選択したのは16%(6名)だったが、
うち5名はアメリカと答えている。母国のみを選ん
図 2
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にも反映されている。
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図7は、ビジネス日本語の授業で特に勉強したい
ものを任意に書いてもらった結果である。商習慣・
マナーを挙げた回答者がもっとも多 く、10名ほど
であつた。ビジネス日本語が公的場で使われる言葉
であるという性格が意識されたようで、敬語の勉強
が多く挙げられている。さらにこの授業を通して就
職活動について知識を得たい、もしくは日本の企業
や法律を学びたいという回答者もそれぞれ1割以上
いた。
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前節でビジネス日本語教育の特徴について述べ
たが、このアンケー トの示 した結果はまさにそれを
証明している。日本語表現、商習慣・マナー、就職
活動、経営・法律上の常識など様々な分野における
知識が受講生に求められていることがよく分かる。
4 カリキュラムの編成 と実践
わずか15回の授業ですべての内容を網羅するの
は難しいが、筆者自身の企業での勤務経験、長年の
日本語学習者としての経験、また日本語教師として
の経験を顧み、さらに前節のような受講者の特徴を
踏まえて、優先順位を決めながらシラバスを決定し
た。
カリキュラムは三つの部分で構成した。第1部で
はキャリア、経営、経済、法律、就職活動、社会
人とビジネスの常識等各側面から基礎知識を教え、
ビジネス日本語のベースを築 く。第2部では、ビ
ジネス会話を中心に練習させる。第3部では、ロー
ルプレイを通して1部と2部の理解を深める。第 1
部は教師を主体とし、第2部は教師と学生による共
同進行であるが、第3部は学生主体の学習に移行す
るよう構成した。
以下、具体的な内容を説明する。
4…1 第 1部の内容
第1部では、テーマを五つに絞った。
①「仕事とライフプランニング」
社会的身分の転換に着目し、まず学生と社会人
の違いを考えさせる。次にキャリア形成の観点
から長いライフスパンを考慮して自分の「でき
ること、やりたいこと、すべきこと」を分析させ、
ライフプランニング作成のポイントを指導する。
さらにそのライフプランを実現させるのに養わ
なければならない力を挙げ、学習意欲の向上を
促す。
②「日本の企業とは」
会社の起源からはじめ、筆者の経験を踏まえなが
ら現代企業の分類、組織、給与体系、特に日本
企業の特徴説明を中心に行う。
③「就職活動の流れ」
業界研究と会社分析の手法を含め、就職活動に出
遅れないように事前準備やスケジュール管理の
方法を教える。また、エントリーシートの書き方、
会社説明会や面接のポイント、OB訪間のマナー
など流れに沿って一連の注意点をビックアップ
して就職活動のイメージを作ってもらう。
④「社会人の基本」
身だしなみと態度から正すこと、おじぎや名刺、
おみやげなどビジネス関係だけではなく、日本
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で社会人として生きていくのに必要最小限の常
識・マナーを社会文化的意味を説明しながら習
得させる。敬語の使い方は重要な学習内容とし
て時間をかけて指導する。またコミュニケーシヨ
ンを円滑にさせるために社会人としての話術に
も言及する。
⑤ 「日本ビジネスの基本」
国によつてビジネスの慣習が異なるため、日本で
ビジネスに携わる際に注意しなければならない
ルールがある (たとえばホウ・レン・ソウ、社
内文書の使い方など)。
第 1部では、基礎知識の習得だけではなく、留学
生が普段接触する機会の少ない語彙の学習もねら
いのひとつとしている。また、いずれのテーマにお
いても、他国との比較を通して理解を深めることに
留意した。
4-2 第2部の内容
第2部はアルク出版の『実用ビジネス日本語新装
版』を使用し、日本語によるビジネス会話を練習し
た。このテキス トの特長は、各ユニットに「基本会
話」、「戦略会話」と「実用会話」が設けられており、
受講生が多 くの表現を身につけることができるこ
とである。また、日本社会の常識やマナーについて
短く説明した「Coffee Break」は、第1部の講義と
対照的に読むこともできる。
受講生は基本的に日本語の中 。上級学習者である
ため、主にグループに分けて6回にわたり会話の練
習を行うことにした。
4‐3 第3部の内容
第3部はロールプレイである。来客・打ち合わせ、
商談、訪問など、社内外のビジネス場面を各グルー
プで設定し、それぞれ5～10分間程度のビジネス
会話をする。条件としては、社会人らしい外見で実
施することと、名刺交換、おじぎ、上下関係、社
内挨拶など1部と2部で触れた内容を含めることで
ある。最後にビデオ撮影したものを全員に見せて、
お互いに指摘することによってビジネス場面で起
こしやすいミスに気づかせることができた。
5 おわりに
本稿では筆者が担当している「ビジネス日本語講
義」のカリキユラム編成をめぐる試みを報告した。
授業の最後に受講生に感想を聞いたところ、「とて
も面白かった」、「特に第1部の内容は勉強になった」
という声が多かった。受講生の中にこれまで十数社
の書類選考や面接に不合格だったが、この授業と筆
者による個人指導を受けて希望の会社に採用され
た学生もある。
実践を始めて日が浅く、カリキュラムにもまだ未
完成の感が強く残っているものの、この実践によつ
て今後の授業のための多くの示唆を得ることがで
きた。
反省点としては、ビジネス会話は多くのコミュニ
ケーションの場面を含み、表現も多様であるため、
6回だけの授業ではとても教えきれないことがあつ
たという点、また、最後に学生に対してアンケー
トを取らなかったこと、フィードバックの時間が短
かったことがあげられる。今後は、ビジネス文書の
指導を含め、より効率的で充実したカリキュラムを
検討し、授業の効果をいかに上げていくかを検討し
ていきたい。
注
1.厚生労働省ホームページ :告示第四十号 (平
成20412月9日 )http://www.mhlw.gojp/
houdou/2008/02/h0229-1.htΠll
2.文部科学省ホームページ :「留学生 30万人計画」
の進捗状況について
http:〃www.mext.gojp/a menu/koutou/ryugaku/‐
icsFiles/aneldlle/2009/10/02/1284755‐1.pdf
3.日本学術振興会事業案内ホームページ
http://wwwjsps.gOjp石―kOkusaika/index.html
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